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要 望 書

平素は、本町行政運営全般にわたりまして、多大なるご

支援を賜り厚くお礼を申し上げます。

さて、本町では「全世代全員活躍まちづくりセンター整

備」をはじめ、「久御山中央公園の整備」、「みなくるタウン

の整備促進」、「歩くまちくみやま」など、重点プロジェク

トとして積極的に取組を進めているところです。

しかしながら、長期に及んだ新型コロナウイルス感染症

の影響やロシアによるウクライナ侵攻により、本町の住民

生活や事業者の経済活動にも大きな影響が出ております。

このような中、「水道料金基本料助成」の継続や、肥料価格

高騰に大きな影響を受けている水稲の生産者に対する「肥

料高騰対策緊急支援補助金」を支給するなど、支援を行っ

ております。また、希薄化している自治会や地域コミュニ

ティの活性化に向けた「きずな再構築支援事業補助金」や、

子育て世帯支援策として今年度から久御山子育て応援「は

ぐくみ定期便」事業を開始するなど、各種対策及び支援策

を積極的に進めております。

一方、これまでからの課題である人口減少や少子高齢化、

それに伴う地域コミュニティの機能低下、予測不能な災害

への備えなど、住民の生活は不安定な状況が続いておりま

す。これら複雑かつ多様化している課題に対応するため、



住民と行政による「協働と連携」のまちづくりが推進でき

るよう、手を携えながら夢と希望にあふれたまちづくりを

目指しておりますが、取り組むべき課題が山積しておりま

す。

本町といたしましても、住民と行政が手を携え、希薄化

した人と人との絆を再構築し、誰ひとり取り残さない希望

多き未来と、まちの将来像として掲げている「つながる心

みなぎる活力 京都南に『きらめく』まち ～夢いっぱい コ

ンパクトタウン くみやま～」の具現化に向け、京都府のご

指導をいただきながら課題等の解消に向けて、精力的に取

り組んでいきたいと考えております。

つきましては、本町における課題等を下記の事項のとお

り要望させていただきますので、特段のご高配を賜ります

よう心からお願い申し上げます。

令和５年９月 12 日

京都府知事 西脇 隆俊 様

久御山町長 信貴 康孝

























































【建設交通部】

古川流域の河川・治水対策の推進について

京都府において古川本川の河川改修事業を進めていただきありが

とうございます。支川の名木川においても、令和４年度から護岸工事

に着手いただいておりますが、大雨等による増水時には護岸の崩壊や

浸水被害が心配されることから、早期に全面改修を要望します。

また、令和５年度に上流域の「城陽排水機場」の調査を予定されて

いますが、現状古川の上流域については河川改修も概成しており、最

近の稼働実績はほぼ無い状態であることから、古川の雨水排水につい

ては宇治川の計画高水位のときにも放流できるよう、上流域「城陽排

水機場」のポンプ増設並びに弾力的な運転など排水機能の向上による

久御山町域の治水対策に向けた運用をお願いします。

加えて河川の維持管理として、増水時に流水を妨げるおそれのある

河川敷内の立木の伐採及び堆積土の浚渫をお願いします。また、古川

では、周辺の住環境の向上を図るため、地域のボランティア団体の「古

川を美しくする会」により清掃活動が継続して実施されております。

さらなる住環境の向上と、清掃活動の円滑化を図るため、住居地域周

辺については、繁茂した雑草の複数回の草刈りの実施など、河川の維

持管理の強化を要望します。







【建設交通部】

道路振動対策について

府道宇治淀線及び八幡宇治線において、これまで舗装の継ぎ目や飛散

等による段差が原因で、車両の通行による振動が生じていたところです

が、近年、物流施設の急増により大型車両が増加し、府道宇治淀線、府

道八幡宇治線において車両の通行による振動が継続して発生している

状況です。

近隣住民の要望に対し、府民協働型インフラ保全事業などにより、生

活に支障をきたしている区間の舗装を改良いただいているところです

が、依然、地元からの苦情や対策の実施要望も継続しており解決には至

っていません。

学識者に見解を伺ったところ、諸対策を講じても継続する振動の対策

には、路床部の支持力強化など発生源での振動軽減や、伝達進路での振

動遮断などの方法があるが、効果的な対策の検討実施には、まず徹底し

た現状の把握が必要との助言等を頂いております。

町においても改めて振動調査の実施や、振動する家屋・エリアを正確

に把握するための調査の実施など現状把握に努めますので、舗装面地下

の地盤状況を把握するためのボーリング調査や常時微動調査など、原因

究明に必要な調査の実施に加え、車の流れを変えることも含め当該路

線の根本的な解決に向けての取組みをお願いします。

※常時微動調査：地盤は常に揺れており、人間には感じない微細な振動のことをいう。

調査により地盤の揺れやすさや、地盤種別（軟弱な地盤等）の判定が行える。



地域公共交通について

ア 久御山町地域公共交通網形成計画の延長について

令和元年度から５ヶ年計画において、地域公共交通網形成計画を策

定し、①交通不便地域の解消やデマンド乗合タクシーの利便性向上、②

ふるさと納税を活用したバス停の環境整備などについて取り組んでお

ります。

本計画は、今年度が最終年度となるため、計画目標における数値指標

や基本方針を踏まえて、これまでの実施事業を評価し、現在、課題抽出

を行っているところです。それを踏まえて、本計画の延長も視野に、今

後も公共交通施策を実施してまいますので、関係部署の技術的なご支

援・ご協力を賜りますようお願いいたします。

イ アフターコロナにおける公共交通の維持・存続について

新型コロナウイルスの感染拡大により利用者が減少したところから

は、一定の回復の兆しは見えているものの、交通事業者においては、引

き続き維持・存続が危ぶまれる状況となっています。

そのような中、交通事業者からは、老朽化したバスの買い換えのため

の新規購入車両の補助を求められているところです。

今後とも、国に対して地域公共交通の維持・存続に向けた全国的な対

策を強く求めていただきますようお願いいたします。

ウ 自動運転サービス導入支援事業について

地域公共交通網形成計画の中にも「自動運転技術導入可能性検討」に

ついて、関係機関と連携し、実証実験の実施を検討すると定めておりま

す。そこで、国土交通省の「内閣府未来技術社会実装事業と連携した自

動運転サービス導入支援事業」について、町の地域公共交通協議会にお

いて、今後の方向性や応募の中身を検討していきますので、あわせまし

て、府担当課の技術的なご支援・ご協力を賜りますようお願いいたしま

す。



【建設交通部】

老朽管の更新に対する財政支援について

広域避難場所や救急指定病院等へ給水している配水管については、

現在、「生活基盤施設耐震化等交付金」を受けながら耐震化していると

ころです。

しかしながら、基幹管路以外の配水管については「生活基盤施設耐

震化等交付金」の採択基準外であり、水道事業経営を圧迫する要因と

なることから、基幹管路以外の配水管の耐震化に対する補助金制度の

創設をお願いします。

［現状・課題］

昭和 43年度に給水を開始してから 55 年が経過し、各施設の老朽化が進行しています。

口径 75㎜以上の配水管については、法定耐用年数を超過したものが 28.3％に達してお

り、老朽管更新率を 1.5％で試算した場合、更新費用として年平均１億７千万円程度を要

します。



【建設交通部】

京都府営水道の建設負担水量の見直しについて

京都府では「京都府営水道ビジョン（第２次）」において、建設負担水

量の見直しは、施設整備方針の議論の進展も視野に入れながら全受水市

町の合意が得られるよう議論を進めるとされていますが、各市町ごとの

バランスを考慮し、京都府営水道において一定の基準を設けるなど、各

市町が公平な負担となるよう、できるだけ早期に見直しをお願いします。

〔現状・課題〕

①本町では、過去に水の供給能力が不足し、水量確保が急務であった

時代に、人口増加や開発予測による水需要の急激な増加、また、万が

一の自己水源の事故に備えるため、それに見合う建設負担水量の申込

みを行ってきましたが、実際は人口減少や節水機器の普及等により水

需要が減少し、現在では建設負担水量が過度な状況となっていること。

②本町上下水道事業経営審議会においても、京都府営水道の料金が本

町水道事業経営戦略で見込んでいたよりも大きく改定されたことによ

り、計画値との乖離が生じていることが懸念されており、そのことが

本町の水道料金の次期改定率に大きく影響することとなると予想され

るなか、建設負担水量の見直しについても言及されていること。



【建設交通部】

「京都府洛南浄化センター」の整備促進について

京都府南部において、複数の市町が積極的に開発に動いている中で

はありますが、本町においても令和６年度中に「みなくるタウン（新

市街地）」の事業着手を予定しており、これらの排水がスムーズに行え

るよう、洛南浄化センターの継続的かつ計画的な整備促進をお願いし

ます。

［現状・課題］

①まちづくりには、都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与する極めて重要な都

市施設である公共下水道の整備を促進することが必要不可欠となっており、本町か

ら排出される汚水は、洛南浄化センターにおいて処理されています。

②本町では、第５次総合計画及び都市計画マスタープランに基づき新たな市街地の整

備を推進しており、現在、「みなくるタウン（新市街地）」の事業着手に向けて、令和

６年度中の土地区画整理事業認可を目指しているところであり、今後においても地

区全体の整備を推進していきたいと考えており、洛南浄化センターの継続的かつ計

画的な整備促進が必要となります。

また、洛南浄化センターにおいて課題となっている雨水等の不明水

流入への対応を本町でも進めることとしており、これらの調査や改修

について技術的・財政的支援も併せてお願いします。



【 教 育 委 員 会 】



【教育庁指導部】

タブレット更新等への支援について

ＧＩＧＡスクール構想の前倒しにより令和２年度に整備した端末は、

やがて５年を経過し、令和７年度末には更新時期を迎えます。

また、端末の活用が進む中で、校内通信ネットワーク等の拡大や改修な

どが必要な状況となっています。

ＧＩＧＡスクール構想をさらに推進するため、次のフェーズに向けた

端末機器や周辺機器の充実や更新等については、「経済財政運営と改革の

基本方針 2023」において国策として推進する旨、示されていますが、さ

らなる京都府の財政的支援をお願いいたします。

現在、一人１台のタブレットが整備され、京都府学力診断テスト（学び

のパスポート）のＣＢＴ化への対応や、京都府教育委員会の全国初の取組

となる「子どもの教育のための総合交付金」に係る本町の新規事業におい

てのタブレットを活用など、学校生活においてもタブレットはなくては

ならないものとなっています。

この整備に向けては、端末等の費用や設定費、ソフトの使用料など、約

１億４千万円余りがかかっており、国庫補助として約 4,600 万円の支援

をいただけたものの、町の財政負担は大きなものとなっています。



【教育庁指導部】

旧山田家住宅に係る保存・活用への支援について

旧山田家住宅は江戸時代後期の建築物であり経年による傷みが目立

つため、耐震性など安全面にも配慮した適切保存にあたりつつ、一層

の活用に努めてまいりたいと考えております。

そのため、｢国庫補助金（登録有形文化財建造物修理等事業費国庫補

助）｣を活用しつつ、集落・町並みの景観も含めて伝統的建造物群保存

地区化の可能性も視野に入れ、今後の運営骨子となる「保存活用計画」

を策定し、その後は耐震対策工事や公開活用に資する設備の整備等に

あたりたいと考えております。

また、昨年度には保存活用計画検討委員会を設置し、府文化財保護

課の建造物担当者に意見参考人としてご協力をいただいておりますの

で、引き続き支援についてよろしくお願いします。

（参考）

本町は、平成 25 年に国登録有形文化財旧山田家住宅（久御山町東一

口 35 番地）の寄贈を受け、長屋門・長塀の保存・修理工事等を経て、

平成 29年度からは旧山田家住宅はもとより地域の歴史や文化を広く町

内外に知っていただくために一般公開や地域のご協力を得て特別公開

を実施し、保存と活用に努めているところです。


